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 一貫した足場環境での神経分化
 ⾼効率なアストロサイトへの分化誘導
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図1. 神経前駆細胞、アストロサイトへの
分化フローと分化細胞像

アストロサイトは、神経前駆細胞から誘導される
グリア細胞の一種です。重要な神経機能を有し、
アルツハイマー病やパーキンソン病をはじめとす
る多くの神経変性疾患への関連が知られています。
iPS細胞からアストロサイトへ分化誘導する手法
としては、タンパク質足場材を用いた手法が知ら
れていますが、足場材の特性により必要となる低
温保存や煩雑なコーティング作業などで、得られ
る分化細胞の品質に影響を与える場合があります。
今回、化学合成足場材CegluTMを用いて、iPS細胞
から神経前駆細胞を経て、アストロサイトへの簡
便かつ⾼効率な分化誘導を検証しました(図1)。

● 神経前駆細胞への分化誘導1

Dual SMAD阻害法に従い分化誘導
1. iPS細胞(253G1株)をCegluTM multiwell plate

上で、２週間培養し馴化
2. Gentle Cell Dissociation ReagentでiPS細胞を

剥離
3. 神経分化誘導培地にシングル細胞で懸濁し

Cegluに播種
4. 3週間以上培養し、神経前駆細胞へ分化誘導

● アストロサイトへの分化誘導2

1. 神経前駆細胞の凍結ストックを融解、神経前駆
細胞用の培地に懸濁し、Cegluへ⾼・中・低密
度で播種*

2. 翌日以降、アストロサイト分化培地に交換し、
3週間培養

3. 更にアストロサイト成熟化培地で3週間培養
* 中密度(1.8 x 105 cells/cm2)を基準に、⾼・低密度条件を±30%の細胞
密度で播種を実施
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化学合成足場材CegluTM を用いたiPS細胞から
神経前駆細胞、アストロサイトへの分化誘導



1. STEMCELL Technologies社 Generation and Culture of 

Neural Progenitor Cells Using the STEMdiffTM Neural 

System, 5.2 Monolayer Culture Protocol
2. STEMCELL Technologies社 STEMdiffTM Astrocyte 

Differentiation Kit, STEMdiffTM Astrocyte Maturation Kit 参照
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図2. 神経前駆細胞の免疫染色像

図3. アストロサイトの免疫染色像
(Ceglu上で培養)
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Cegluおよびその他製品に
ついては、WEBサイトを

ご覧ください。
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結果
※下記の結果は、⽐較データとしてタンパク質足場材料上でiPS細胞か

ら分化誘導を⾏った場合をあわせて表記しています。

● 神経前駆細胞への分化誘導
神経前駆細胞へ分化誘導を⾏った後、免疫染色による
評価を⾏いました(図2)。Cegluを用いた系、タンパク
質足場材料を用いた系ともに NESTIN 、 PAX6 や
SOX1(データ未掲載)の発現を認め、神経前駆細胞への
分化が確認されました。
● アストロサイトへの分化誘導
得られた神経前駆細胞を用いて、アストロサイトへ分
化誘導を⾏い、アストロサイトのマーカーである
GFAPの発現を免疫染色によって評価しました。また、
播種密度(⾼・中・低)による分化効率の影響を確認す
るため、フローサイトメトリーによるGFAP陽性率の
測定を⾏いました。Ceglu上で分化させた場合におい
ても、6週間の分化期間終了時点で、アストロサイト
特有の細胞体と幹細胞が染色される細胞像が認められ
ました(図3)。フローサイトメトリーによる測定では、
タンパク質足場材を用いた場合と⽐較して、⾼・中・
低播種密度のどの条件においても、Ceglu上での培養
によって⾼いGFAP陽性率が確認されました(図4)。な
お、全ての条件で神経細胞マーカーであるDCX陰性が
確認されています(データ未掲載)。
以上の結果より、Cegluを神経前駆細胞やその後の分
化に用いることで、簡便かつ効率的に目的の細胞が得
られる可能性が示唆されました。
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